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　高病原性鳥インフルエンザはヒトへ感染した場合、その致死率は50％以上であるため、各国でワクチ
ン開発が試みられている。米国国立衛生研究所（NIH）は、高病原性鳥インフルエンザのDNAワクチン

























































2006 年 10 月に論文発表した２）。論文は同年５月に
受理されたもので、基礎研究から臨床治験まで６ヶ
月以内という異例のスピードで進んだことになる。














1） NIH News, January 2, 2007 
2） Kong et.al.,（2006）PNAS 103（43）：15987-15991
3） ClinicalTrials.gov（www.clinicaltrial.gov）
